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(57)【要約】　　　（修正有）
【課題】良好な抗菌性、機械的性能、通気性および吸湿性を同時に満たすことができる、
ポリエステルステープルファイバーを提供する。
【解決手段】茶ポリフェノール、ナリンギンまたはエモジン変性のポリエステルステープ
ルファイバーであって、前記変性ポリエステルステープルファイバーは、茶ポリフェノー
ル、ナリンギンまたはエモジンを含み、茶ポリフェノール、ナリンギンまたはエモジンの
質量％が０．１～５％である、ことを特徴とする茶ポリフェノール、ナリンギンまたはエ
モジン変性のポリエステルステープルファイバーである。
【選択図】なし
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【特許請求の範囲】
【請求項１】
　茶ポリフェノール、ナリンギンまたはエモジン変性のポリエステルステープルファイバ
ーであって、前記変性ポリエステルステープルファイバーは、茶ポリフェノール、ナリン
ギンまたはエモジンを含み、茶ポリフェノール、ナリンギンまたはエモジンの質量％が０
．１～５％である、ことを特徴とする茶ポリフェノール、ナリンギンまたはエモジン変性
のポリエステルステープルファイバー。
【請求項２】
　前記茶ポリフェノール、ナリンギンまたはエモジンが変性処理され、変性方法は以下の
通りである：
　変性物質を水に加えて完全に溶解するまで攪拌し、多孔質ナノ材料を加えて攪拌し、変
性ナノ複合材料を取得し、その内に、前記変性物質が変性処理後の茶ポリフェノール、ナ
リンギンまたはエモジンである、ことを特徴とする請求項１に記載の茶ポリフェノール、
ナリンギンまたはエモジン変性のポリエステルステープルファイバー。
【請求項３】
　前記変性物質と水の質量比が１：５～１０である、ことを特徴とする請求項２に記載の
茶ポリフェノール、ナリンギンまたはエモジン変性のポリエステルステープルファイバー
。
【請求項４】
　前記変性物質がナリンギンである場合に、ナリンギンを溶解するために５０～８０℃ま
で加熱する必要がある、ことを特徴とする請求項２に記載の茶ポリフェノール、ナリンギ
ンまたはエモジン変性のポリエステルステープルファイバー。
【請求項５】
　前記変性物質がエモジンである場合に、エモジンを溶解するために炭酸ナトリウムを加
える必要がある、ことを特徴とする請求項２に記載の茶ポリフェノール、ナリンギンまた
はエモジン変性のポリエステルステープルファイバー。
【請求項６】
　前記多孔質ナノ材料が、モンモリロナイト、ゼオライト粉末、エアロゲル、多孔質ナノ
ＴｉＯ２ミクロスフェア、多孔質ナノＳｉＯ２ミクロスフェア中の１つまたは複数であり
、好ましくは、変性物質と多孔質ナノ材料の質量比が１：５～１０である、ことを特徴と
する請求項２に記載の茶ポリフェノール、ナリンギンまたはエモジン変性のポリエステル
ステープルファイバー。
【請求項７】
　多孔質ナノ材料を加えて攪拌する速度が３０～６０回／分であり、攪拌時間が３０～１
２０分である、ことを特徴とする請求項２に記載の茶ポリフェノール、ナリンギンまたは
エモジン変性のポリエステルステープルファイバー。
【請求項８】
　請求項１～７のいずれか１項に記載の茶ポリフェノール、ナリンギンまたはエモジン変
性のポリエステルステープルファイバーを調製する方法であって、前記方法は、
　（１）複合変性剤の調製：変性ナノ複合材に脂溶性溶媒を加えて研磨し、複合変性剤を
取得するステップと、
　（２）変性ポリエステルステープルファイバーの調製：ＰＥＴチップを二軸押出機で溶
融および混合した後、前記複合変性剤を混合して紡糸して、前記変性ポリエステルステー
プルファイバーを取得するステップと、を含む、ことを特徴とする調製方法。
【請求項９】
　ステップ（１）において、脂溶性溶媒がワックス、高級脂肪酸グリセリドまたはステア
リン酸である、ことを特徴とする請求項８に記載の茶ポリフェノール、ナリンギンまたは
エモジン変性のポリエステルステープルファイバーの調製方法。
【請求項１０】
　ステップ（１）において、研磨粒子サイズが８０００～１００００メッシュである、こ
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とを特徴とする請求項８に記載の茶ポリフェノール、ナリンギンまたはエモジン変性のポ
リエステルステープルファイバーの調製方法。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、紡績技術の分野に属し、具体的には、茶ポリフェノール、ナリンギンまたは
エモジン変性のポリエステルステープルファイバーおよびその調製方法に関する。
【背景技術】
【０００２】
　ポリエステルステープルファイバーは、ポリエステル（すなわち、ポリエチレンテレフ
タレート、ＰＥＴと略し、ＰＴＡおよびＭＥＧによって重合される）を紡糸して切断する
ことによって得られる繊維である。ポリエステル繊維の分子配列は規則的でコンパクトで
、結晶性と配向性は高いが、染色可能な基がないため、ポリエステル繊維の染色はより困
難であり、染色装置の要件はより高く、３種廃棄物処理の問題を解決することは困難であ
る。
【０００３】
　社会の継続的な発展と人々の生活水準の継続的な改善により、人々の健康の概念も継続
的に強化されている。テキスタイルは、日常生活でよく触れる素材として、衛生面でます
ます注目を集めている。バクテリアやその他の微生物が広く存在することで、繊維は、摂
取、保管、輸送の過程でバクテリアの繁殖地になりやすくなっている。ポリエステル繊維
の分子は対称的で、きつく整然と配置されているので、ポリエステル繊維は優れた機械的
および化学的特性を持っている。
【０００４】
　茶ポリフェノールは、茶に含まれるポリフェノール物質の総称であり、白色の無定形粉
末で、水に溶けやすい。緑茶に含まれる茶ポリフェノールの含有量が高く、その質量の１
５％～３０％を占め、茶ポリフェノールの主成分は、フラバノン、アントシアニジン、フ
ラボノール、ルコアントシアニジン、フェノール酸、およびデプシリン酸の６つの化合物
である。その中でも、フラバノンが最も重要で、茶ポリフェノール全体の６０％～８０％
を占め、次はフラボノイドであり、他のフェノール物質の含有量が少なく、茶ポリフェノ
ールは強力な抗菌作用およびオキシダーゼ抑制効果を有する。
【０００５】
　ナリンギンは、主にミカン科のザボンの果実、グレープフルーツ、みかん、オレンジの
皮と果肉に含まれ、淡黄色の粉末またはオフホワイトの粉末で、フラボノイド化合物に属
する。ナリンギンは、抗炎症作用、抗ウイルス作用、抗癌作用、抗変異作用、抗アレルギ
ー作用、抗潰瘍作用、鎮痛作用、血圧作用があり、血中コレステロールを下げ、血栓症を
減らし、局所的な微小循環と栄養供給を改善し、心臓血管および脳血管疾患の発症予防と
治療に使用できる。
【０００６】
　エモジンはオレンジイエローの長い針状の結晶で、アセトンで結晶化するとオレンジ色
、メタノールで結晶化すると黄色になり、エモジンは、黄色ブドウ球菌２０９Ｐ、連鎖球
菌、バチルス‐コアグランス、枯草菌、パラチフス菌、赤痢菌、大腸菌、インフルエンザ
菌、肺炎球菌、カタコッカスなどには抑制効果があり、臨床的に一般的な嫌気性細菌に対
して強い抑制効果がある。
【０００７】
　現在開示されているポリエステルステープルファイバーは、良好な抗菌性、機械的性能
、通気性および吸湿性という要件を同時に満たすことができない。
【０００８】
　以上の理由から、本発明を提案する。
【発明の概要】
【０００９】
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　従来技術における上記の問題を解決するために、本発明は、茶ポリフェノール、ナリン
ギンまたはエモジン変性のポリエステルステープルファイバーおよびその調製方法を提供
し、本発明によって調製されたポリエステルステープルファイバーは、良好な抗菌性能、
機械的性能、優れた通気性、優れた吸湿性という利点を同時に有する。
【００１０】
　本発明の第１の側面によれば、茶ポリフェノール、ナリンギンまたはエモジン変性のポ
リエステルステープルファイバーが提供され、前記変性ポリエステルステープルファイバ
ーは茶ポリフェノール、ナリンギンまたはエモジンを含む。
【００１１】
　好ましくは、茶ポリフェノール、ナリンギンまたはエモジンの質量％は０．１～５％で
ある。
【００１２】
　さらに、前記茶ポリフェノール、ナリンギンまたはエモジンが変性処理され、変性方法
は以下の通りである。
【００１３】
　変性物質を水に加え完全に溶解するまで攪拌し、多孔質ナノ材料を加えて攪拌し、変性
ナノ複合材料を取得し、その内に、前記変性物質が変性処理された茶ポリフェノール、ナ
リンギンまたはエモジンである。
【００１４】
　本発明において、茶ポリフェノール、ナリンギンまたはエモジンと多孔質ナノ材料を変
性処理し、ナノ多孔質材料が大きい比表面積を有するために、茶ポリフェノール、ナリン
ギンまたはエモジンが多孔質材料の穴内に「カプセル化」され、このように、後で変性ポ
リエステルステープルファイバーを調製するときに茶ポリフェノール、ナリンギンまたは
エモジンの成分が破壊されず、変性ポリエステルの性能を改善することができる。
【００１５】
　さらに、前記変性物質と水の質量比が１：５～１０である。
【００１６】
　さらに、前記変性物質がナリンギンである場合に、ナリンギンを溶解するために５０～
８０℃まで加熱する必要がある。
【００１７】
　さらに、前記変性物質がエモジンである場合に、エモジンを溶解するために炭酸ナトリ
ウムを加える必要がある。
【００１８】
　さらに、前記多孔質ナノ材料がモンモリロナイト、ゼオライト粉末、エアロゲル、多孔
質ナノＴｉＯ２ミクロスフェア、多孔質ナノＳｉＯ２ミクロスフェア中の１つまたは複数
である。
【００１９】
　さらに、変性物質と多孔質ナノ材料の質量比が１：５～１０である。
【００２０】
　さらに、多孔質ナノ材料を加えて攪拌する速度が３０～６０回／分であり、攪拌時間が
３０～１２０ｍｉｎである。
【００２１】
　本発明の第２の側面によれば、前記の茶ポリフェノール、ナリンギンまたはエモジン変
性のポリエステルステープルファイバーの調製方法が提供され、前記方法は以下のステッ
プを含む。
　（１）複合変性剤の調製：前記変性ナノ複合材に脂溶性溶媒を加えて研磨し、複合変性
剤を取得する。
　（２）変性ポリエステルステープルファイバーの調製：ＰＥＴチップを二軸押出機で溶
融・混合し、前記複合変性剤を加えて混合し、紡糸して前記変性ポリエステルステープル
ファイバーを取得する。
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　さらに、ステップ（１）において、脂溶性溶媒がワックス、高級脂肪酸グリセリドまた
はステアリン酸である。
　さらに、ステップ（１）において、研磨粒子サイズが８０００～１００００メッシュで
ある。
　ステップ（２）において、複合変性剤とPETチップの質量比が１～８：１００である。
【発明の効果】
【００２２】
　従来技術と比較すると、本発明は以下の有益な効果を有する。
【００２３】
　（１）本発明において、茶ポリフェノール、ナリンギンまたはエモジンと多孔質ナノ材
料を変性処理し、ナノ多孔質材料が大きい比表面積を有するため、茶ポリフェノール、ナ
リンギンまたはエモジンが多孔質材料の穴内に「カプセル化」され、このように、後で変
性ポリエステルステープルファイバーを調製するときに茶ポリフェノール、ナリンギンま
たはエモジンの成分が破壊されず、ポリエステルステープルファイバーの性能を改善する
ことができ、本発明において、茶ポリフェノール、ナリンギンまたはエモジンの添加によ
りポリエステルステープルファイバーの抗菌性能を向上させ、黄色ブドウ球菌、大腸菌、
白色念珠菌に対して優れた抑菌性能を有し、５０回水で洗浄しても抑菌率が標準を満たす
ことができる。
【００２４】
　（２）本発明において、得られた変性ナノ複合材料を脂溶性溶媒に加えて研磨し、均一
に分散させ、ＰＥＴチップと混合し、紡糸して変性ポリエステルステープルファイバーを
取得することで、ポリエステルステープルファイバーの機械的性能、抗菌性、通気性およ
び吸湿性を向上させることができる。
【発明を実施するための形態】
【００２５】
　本発明の目的、技術的解決策および利点をより明確にするために、本発明の技術的解決
策を以下に詳細に説明する。明らかに、説明される実施例は、すべての実施例ではなく、
本発明の一部の実施例に過ぎない。本発明の実施例に基づいて、創造的な労働をせずに当
業者により得られたすべての他の実施形態は、本発明の保護範囲に含まれる。
【００２６】
　実施例１
　本実施例の茶ポリフェノール変性ポリエステルステープルファイバーでは、茶ポリフェ
ノールの質量％が０．１％であり、前記茶ポリフェノールが以下のように変性処理される
：茶ポリフェノールを水に加えて完全に溶解するまで攪拌し、前記茶ポリフェノールと水
の質量比が１：５であり、多孔質ナノＴｉＯ２ミクロスフェアを加え、茶ポリフェノール
と多孔質ナノＴｉＯ２ミクロスフェアの質量比が１：５であり、攪拌して、攪拌速度が３
０回／分であり、攪拌時間が１２０分であり、変性ナノ複合材料を取得する。
【００２７】
　本実施例の茶ポリフェノール変性ポリエステルステープルファイバーの調製方法は、以
下のステップを含む：
　（１）複合変性剤の調製：前記変性ナノ複合材に適量のワックスを加えて研磨し、研磨
粒子サイズが８０００メッシュであり、複合変性剤を得る、
　（２）変性ポリエステルステープルファイバーの調製：ＰＥＴチップを二軸押出機で溶
融・混合し、前記複合変性剤を二軸押出機に注入し、ＰＥＴチップ溶融体と混合し、複合
変性剤とＰＥＴチップの質量比が１：１００であり、紡糸して前記茶ポリフェノール変性
ポリエステルステープルファイバーを取得する。
【００２８】
　実施例２
　本実施例の茶ポリフェノール変性ポリエステルステープルファイバーでは、茶ポリフェ
ノールの質量％が２．５％であり、前記茶ポリフェノールが以下のように変性処理される
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：茶ポリフェノールを水に加えて完全に溶解するまで攪拌し、前記茶ポリフェノールと水
の質量比が１：７．５であり、多孔質ナノＳｉＯ２ミクロスフェアを加え、茶ポリフェノ
ールと多孔質ナノＳｉＯ２ミクロスフェアの質量比が１：７．５であり、攪拌して、攪拌
速度が４５回／分であり、攪拌時間が７５分であり、変性ナノ複合材料を取得する。
【００２９】
　本実施例の茶ポリフェノール変性ポリエステルステープルファイバーの調製方法は以下
のステップを含む：
　（１）複合変性剤の調製：前記変性ナノ複合材に適量の高級脂肪酸グリセリドを加えて
研磨し、研磨粒子サイズが９０００メッシュであり、複合変性剤を取得する、
　（２）変性ポリエステルステープルファイバーの調製：ＰＥＴチップを二軸押出機で溶
融・混合し、前記複合変性剤を二軸押出機に注入し、ＰＥＴチップ溶融体と混合し、複合
変性剤とＰＥＴチップの質量比が４．５：１００であり、紡糸して前記茶ポリフェノール
変性ポリエステルステープルファイバーを取得する。
【００３０】
　実施例３
　本実施例の茶ポリフェノール変性ポリエステルステープルファイバーでは、茶ポリフェ
ノールの質量％が５％であり、前記茶ポリフェノールが以下のように変性処理される：茶
ポリフェノールを水に加えて完全に溶解するまで攪拌し、前記茶ポリフェノールと水の質
量比が１：１０であり、モンモリロナイトおよび多孔質ナノＳｉＯ２ミクロスフェアを加
え、茶ポリフェノールとモンモリロナイトおよび多孔質ナノＳｉＯ２ミクロスフェアの合
計の質量比が１：１０であり、モンモリロナイトと多孔質ナノＳｉＯ２ミクロスフェアの
質量比が１：１であり、攪拌して、攪拌速度が６０回／分であり、攪拌時間が３０分であ
り、変性ナノ複合材料を取得する。
【００３１】
　本実施例の茶ポリフェノール変性ポリエステルステープルファイバーの調製方法は以下
のステップを含む：
　（１）複合変性剤の調製：前記変性ナノ複合材に適量のステアリン酸を加えて研磨し、
研磨粒子サイズが１００００メッシュであり、複合変性剤を取得する、
　（２）変性ポリエステルステープルファイバーの調製：ＰＥＴチップを二軸押出機で溶
融・混合し、前記複合変性剤を二軸押出機に注入し、ＰＥＴチップ溶融体と混合し、複合
変性剤とＰＥＴチップの質量比が８：１００であり、紡糸して前記茶ポリフェノール変性
ポリエステルステープルファイバーを取得する。
【００３２】
　実施例４
　本実施例のナリンギン変性ポリエステルステープルファイバーでは、ナリンギンの質量
％が０．１％であり、前記ナリンギンが以下のように変性処理される：ナリンギンを水に
加えて完全に溶解するまで攪拌し、水を５０℃に加熱し、前記ナリンギンと水の質量比が
１：５であり、ゼオライト粉末を加え、ナリンギンとゼオライト粉末の質量比が１：５で
あり、攪拌して、攪拌速度が３０回／分であり、攪拌時間が１２０分であり、変性ナノ複
合材料を取得する。
【００３３】
　本実施例のナリンギン変性ポリエステルステープルファイバーの調製方法は以下のステ
ップを含む：
　（１）複合変性剤の調製：前記変性ナノ複合材に適量のワックスを加えて研磨し、研磨
粒子サイズが８０００メッシュであり、複合変性剤を取得する、
　（２）変性ポリエステルステープルファイバーの調製：ＰＥＴチップを二軸押出機で溶
融・混合し、前記複合変性剤を二軸押出機に注入し、ＰＥＴチップ溶融体と混合し、複合
変性剤とＰＥＴチップの質量比が１：１００であり、紡糸して前記ナリンギン変性ポリエ
ステルステープルファイバーを取得する。
【００３４】
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　実施例５
　本実施例のナリンギン変性ポリエステルステープルファイバーでは、ナリンギンの質量
％が２．５％であり、前記ナリンギンが以下のように変性処理される：ナリンギンを水に
加えて完全に溶解するまで攪拌し、水を６５℃に加熱し、前記ナリンギンと水の質量比が
１：７．５であり、多孔質ナノＳｉＯ２ミクロスフェアを加え、ナリンギンと多孔質ナノ
ＳｉＯ２ミクロスフェアの質量比が１：７．５であり、攪拌して、攪拌速度が４５回／分
であり、攪拌時間が７５分であり、変性ナノ複合材料を取得する。
【００３５】
　本実施例のナリンギン変性ポリエステルステープルファイバーの調製方法は以下のステ
ップを含む：
　（１）複合変性剤の調製：前記変性ナノ複合材に適量の高級脂肪酸グリセリドを加えて
研磨し、研磨粒子サイズが９０００メッシュであり、複合変性剤を取得する、
　（２）変性ポリエステルステープルファイバーの調製：ＰＥＴチップを二軸押出機で溶
融・混合し、前記複合変性剤を二軸押出機に注入し、ＰＥＴチップ溶融体と混合し、複合
変性剤とＰＥＴチップの質量比が４．５：１００であり、紡糸して前記ナリンギン変性ポ
リエステルステープルファイバーを取得する。
【００３６】
　実施例６
　本実施例のナリンギン変性ポリエステルステープルファイバーでは、ナリンギンの質量
％が５％であり、前記ナリンギンが以下のように変性処理される：ナリンギンを水に加え
て完全に溶解するまで攪拌し、水を８０℃に加熱し、前記ナリンギンと水の質量比が１：
１０であり、モンモリロナイトおよび多孔質ナノＳｉＯ２ミクロスフェアを加え、ナリン
ギンとモンモリロナイトおよび多孔質ナノＳｉＯ２ミクロスフェアの合計の質量比が１：
１０であり、モンモリロナイトと多孔質ナノＳｉＯ２ミクロスフェアの質量比が１：１で
あり、攪拌して、攪拌速度が６０回／分であり、攪拌時間が３０分であり、変性ナノ複合
材料を取得する。
【００３７】
　本実施例のナリンギン変性ポリエステルステープルファイバーの調製方法は以下のステ
ップを含む。
　（１）複合変性剤の調製：前記変性ナノ複合材に適量のステアリン酸を加えて研磨し、
研磨粒子サイズが１００００メッシュであり、複合変性剤を取得する。
　（２）変性ポリエステルステープルファイバーの調製：ＰＥＴチップを二軸押出機で溶
融・混合し、前記複合変性剤を二軸押出機に注入し、ＰＥＴチップ溶融体と混合し、複合
変性剤とPETチップの質量比が８：１００であり、紡糸して前記ナリンギン変性ポリエス
テルステープルファイバーを取得する。
【００３８】
　実施例７
　本実施例のエモジン変性のポリエステルステープルファイバーでは、エモジンの質量％
が０．１％であり、前記エモジンが以下のように変性処理される：エモジンおよび適量の
炭酸ナトリウムを水に加えて完全に溶解するまで攪拌し、前記エモジンと水の質量比が１
：５であり、多孔質ナノＴｉＯ２ミクロスフェアを加え、エモジンと多孔質ナノＴｉＯ２

ミクロスフェアの質量比が１：５であり、攪拌して、攪拌速度が３０回／分であり、攪拌
時間が１２０分であり、変性ナノ複合材料を取得する。
【００３９】
　本実施例のエモジン変性のポリエステルステープルファイバーの調製方法は以下のステ
ップを含む：
　（１）複合変性剤の調製：前記変性ナノ複合材に適量の高級脂肪酸グリセリドを加えて
研磨し、研磨粒子サイズが８０００メッシュであり、複合変性剤を取得する、
　（２）変性ポリエステルステープルファイバーの調製：PETチップを二軸押出機で溶融
・混合し、前記複合変性剤を二軸押出機に注入し、PETチップ溶融体と混合し、複合変性
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剤とPETチップの質量比が１：１００であり、紡糸して前記エモジン変性のポリエステル
ステープルファイバーを取得する。
【００４０】
　実施例８
　本実施例のエモジン変性のポリエステルステープルファイバーでは、エモジンの質量％
が２．５％であり、前記エモジンが以下のように変性処理され：エモジンおよび適量の炭
酸ナトリウムを水に加えて完全に溶解するまで攪拌し、前記エモジンと水の質量比が１：
７．５であり、多孔質ナノＳｉＯ２ミクロスフェアを加え、エモジンと多孔質ナノＳｉＯ

２ミクロスフェアの質量比が１：７．５であり、攪拌して、攪拌速度が４５回／分であり
、攪拌時間が７５分であり、変性ナノ複合材料を取得する。
【００４１】
　本実施例のエモジン変性のポリエステルステープルファイバーの調製方法は以下のステ
ップを含む：
　（１）複合変性剤の調製：前記変性ナノ複合材に適量のステアリン酸を加えて研磨し、
研磨粒子サイズが９０００メッシュであり、複合変性剤を取得する、
　（２）変性ポリエステルステープルファイバーの調製：ＰＥＴチップを二軸押出機で溶
融・混合し、前記複合変性剤を二軸押出機に注入し、ＰＥＴチップ溶融体と混合し、複合
変性剤とＰＥＴチップの質量比が４．５：１００であり、紡糸して前記エモジン変性のポ
リエステルステープルファイバーを取得する。
【００４２】
　実施例９
　本実施例のエモジン変性のポリエステルステープルファイバーでは、エモジンの質量％
が５％であり、前記エモジンが以下のように変性処理される：エモジンおよび適量の炭酸
ナトリウムを水に加えて完全に溶解するまで攪拌し、前記エモジンと水の質量比が１：１
０であり、モンモリロナイトおよび多孔質ナノＳｉＯ２ミクロスフェアを加え、エモジン
とモンモリロナイトおよび多孔質ナノＳｉＯ２ミクロスフェアの合計の質量比が１：１０
であり、モンモリロナイトと多孔質ナノＳｉＯ２ミクロスフェアの質量比が１：１であり
、攪拌して、攪拌速度が６０回／分であり、攪拌時間が３０分であり、変性ナノ複合材料
を取得する。
【００４３】
　本実施例のエモジン変性のポリエステルステープルファイバーの調製方法は以下のステ
ップを含む：
　（１）複合変性剤の調製：前記変性ナノ複合材に適量の高級脂肪酸グリセリドを加えて
研磨し、研磨粒子サイズが１００００メッシュであり、複合変性剤を取得する、
　（２）変性ポリエステルステープルファイバーの調製：ＰＥＴチップを二軸押出機で溶
融・混合し、前記複合変性剤を二軸押出機に注入し、ＰＥＴチップ溶融体と混合し、複合
変性剤とＰＥＴチップの質量比が８：１００であり、紡糸して前記エモジン変性のポリエ
ステルステープルファイバーを取得する。
【００４４】
　比較例１
　本比較例によって調製された茶ポリフェノール変性ポリエステルステープルファイバー
の調製方法は以下のことを除いて実施例１と同じであり、茶ポリフェノールが変性処理さ
れていない。
【００４５】
　比較例２
　本比較例によって調製された茶ポリフェノール変性ポリエステルステープルファイバー
の調製方法は以下のことを除いて実施例１と同じであり、変性ナノ複合材料を、脂溶性溶
媒を添加せずに、直接研磨する。
【００４６】
　比較例３
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　本比較例によって調製された茶ポリフェノール変性ポリエステルステープルファイバー
の調製方法は以下のことを除いて実施例１と同じであり、複合変性剤を調製せずに、PET
チップと変性ナノ複合材料を直接溶融・混合してポリエステルステープルファイバーを調
製する。
【００４７】
　試験例１
　実施例１～９と比較例１～３で調製されたポリエステルステープルファイバーの抑菌率
をそれぞれ測定し、結果が表１に示される。
【００４８】

【００４９】
　表１から分かるように、本発明によって調製されたポリエステルステープルファイバー
の抑菌性が比較例１～３よりも優れ、これは、変性処理される場合に、ナノ多孔質材料が
大きい比表面積を有するため、茶ポリフェノールが多孔質材料の穴内に「カプセル化」さ
れ、このように、後でポリエステルステープルファイバーを調製するときに茶ポリフェノ
ールの成分が破壊されず、ポリエステルステープルファイバーの抑菌性能を改善すること
ができるからである。脂溶性溶媒で処理されず、複合変性剤を調製せずに、ポリエステル
ステープルファイバーを調製するときに抑菌性能が大幅に低くなり、これは、茶ポリフェ
ノールがポリエステルステープルファイバーに均一に分散されないことに起因する結果で
あり、本発明で調製されたポリエステルステープルファイバーは、性能が均一で、水で５
０回洗浄しても抑菌率が標準を満たすことができる。
【００５０】
　本願の出願人は、他の実施例についても上記の実験を行ったところ、結果が基本的に同
じであり、記事のスペースが限られているため、すべてをリストしない。
【００５１】
　試験例２
　実施例１～９と比較例１～３で調製されたポリエステルステープルファイバーの機械的
性能、吸湿性能、および通気性を測定し、結果が表２に示される。
【００５２】
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　表２から分かるように、本発明の方法によって調製されたポリエステルステープルファ
イバーは良好な機械的性能、通気性、および水分回復率を有する。
【００５４】
　本願の出願人は他の実施例についても上記の実験を行ったとこり、結果が基本的に一致
であり、記事のスペースが限られているため、すべてをリストしない。
【００５５】
　以上のように、本発明の具体的な実施形態を説明したが、本発明の保護範囲がここに限
定されず、当業者が、本発明によって開示される技術的範囲内に容易に想到した変更や置
換は、すべて本発明の保護範囲に含まれる。したがって、本発明の保護範囲は前記特許請
求の範囲の保護範囲に従うべきである。
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